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＜ 清掃活動 ＞ 実施日：2月11日（日） 天気 ： 曇り

亥鼻橋 ： 可燃ごみ＝2袋、不燃ごみ＝2袋

汐留橋 ： 可燃ごみ＝4袋、不燃ごみ＝4袋

浪花橋 ： 可燃ごみ＝0袋、不燃ごみ＝0袋

＜ 水質調査 ＞

千葉市長の命により、調査の休止中

＜ 植栽管理 ＞

千葉市　花見川・稲毛公園緑地事務所長の命により、管理作業の休止中

1. 川の法面（のりめん）がきれいに

2.  頭上注意

花 見 川 の 環 境 を 守 る 会 2 月 の 活 動 報 告

花見川の法面がきれいに

当会ホームページURL　https://hanamikankyo.com/

上記がアクセスできない方は、下記メールアドレス／電話番号　及川まで

E-mail　aoikawa@apricot.ocn.ne.jp　　☎　043-213-9808

　諸活動で作業をしていますと、『ありがとうございます』、『頑張ってください』など利用者の皆さんからお声
掛けをいただき、嬉しいとともに活動への励みとなっています。
　この支援くださるお気持ちを形にする方法として、千葉市が行っているふるさと納税を使ったボランティア
への寄付（千葉市まちづくり応援寄附金）制度があります。当会も対象団体として認可・登録されていますの
で、ぜひご利用をご検討ください。

　　一度、私たちと一緒にボランティア活動をしてみませんか？
体験参加を希望される方、大歓迎です。

空気入れ、バッグ

　川の水面と天場（川上部の平らな面）の間を『法面』といいます。1～

2月にかけて、この法面がきれいに整備されだしています。もともとこ
の区域には木などがあってはいけないことになっています。理由は、
流された樹木などが橋げたなどに引っ掛かり堤防化して氾濫を起こす
からです。いつの間にか実生（鳥などが運んだ種が発芽・成長したも
の）がはびこり、大雨時の危険が増していた川の安全が確保され始め
ています。
　大雨・台風の後など、花見川サイクリングコース沿いの当該場所に
は特に十分に注意され、なるべく入らないようにして、注意の上ご利
用ください。

　　花見川サイクリングコースの浪花橋上流側に衰退したサクラの枝
がかぶっている箇所があります。朽ちて今にも折れて落ちそうな枝が
散見されるため、利用者にとって非常に危険なエリアとなっています。
場所から言って、我々素人のボランティアが無許可で重機を使うわけ
にもいきません。千葉県・千葉市の担当部署の力で何とかできないも
のでしょうか？
　残念ながら現時点では、花見川サイクリングコースの当該箇所を利
用される際には十分に注意され、自己責任での通行をしていただくし
かありません。現実を正しくご理解の上、くれぐれも油断することなくご
利用ください。 サイクリングコースに被さってる桜の太枝


